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41.追従性鑓鰯議勤における 1)ズム貯j録様式の転移
。横井孝351、浅井義之i、金子文成i、;J、総秀彦i、
菅原級i、官i率様子i、木塚紡博2
e産業技術総合研究所 人間裕社底工学研究部門、 2筑波
大学体育科学系)
ヒトが潟期的な運動を行う際には、脳内で生成したリズム
に合わせて磁波や全身を潟織的に動かす様式だけでなく、
外界の活様リズム(例えば視覚や際党によって絞殺した!認
知的な迷動やリズム〉に動きをi司織させて磁波や全身を動
かす線式も存夜する。齢者は生成されたj器JU運動が乏に内
的リズムによって制御されるという窓移転でフィードフォ
ワード的約締 (PFC)、後者は外的リズムと内的リズムの
幾興を潟いて動きを線節するというさまi珠でフィードバック
的制御 (FBC)と絃燈づけられる。一方、これらの制御橡
またはリズムの賂織に依存して選択され、 iH鵠が緩いほど
FPC が、 j務j~}が長い抵ど FBC が後伎に働くと繋われてい
るeこのことは、運動!郡部の地加あるいは減少の過後で、
2つのflH却様態の後位性が入れ替わることを示唆する号
本研究では、周期的に動く筏覚的箆擦に合わせて立{立身体
(，@庄中心位鐙:COP)を1.i.容に動かす鋭怒を潟いて、線々
な潟織による回線のリズムとそれに合わせた身体のj誇期運
動制御のj隊式との関支在住を検討し、立位紹;弱運動i時の1)ズ
ムtulJ鶴i線また!Iii移の機態を鳴らかにする。成人男性被験者13
名に、立位状態の被験者の前方3.8mに怒いたスクリーン
上に友おにj知的滋綴jするCOPI3擦および被験者のCOP
を後示し、話擦をできるだけ立硲に追従するように指示し
た視覚話線溺織は30.0、20.0，10.0. 5.0， 4.0. 3.0， 2.5. 
2.0‘1.5， 1.0， 0.8. 0.5. 0.4秒であった。税関関係の主主
性的犯滋 :13様COP波形と出力COP波形との!需の相関関
係、{立綴銭を求め、これらをもとによ記議題を検討した。
佼秘義の平均と標準協議の綴向を考癒すると、リズム綿織
が30秒、から2秒に近づくにつれてリズム遂磁を修正、務節
する!PJI還が外的訟もの (FBC)から内的なもの (PFC)に
徐々に変化し、題JUJが0.8-2秒(潟波数が0.5-1.25日z)
の範磁では主に脳内で生成した霞様リズムに従って溺期途
lFJ;!従が行われている可能性がある。2Hz以上の潟波数(J諸
問0.5秒以下)では、身体の{貫性やリズム切り替えの綬界
のため、安定したりズふの生成が難しくなったと考えられ
る。
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